
1 子どもが感じる違いを知る 【資料２ 指導内容・指導方法・指導時期の整理】 

              ７ スタートカリキュラムの実際 

 スタートカリキュラムは、『子どもにとっての安心プログラム』と言えます。それに加

え、全校体制でスタートカリキュラムに臨むことで、『保護者も安心』『先生も安心』のプ

ログラムになります。 

  スタートカリキュラムは、幼児の実態を踏まえて、まず「１年生でつけたい

力」（資料１）や、入学当初に何をねらい、それをいつ・どのように身に付けさせるの

か（資料２・３）を明確にすることが大切です。また、それを受けて、月・週プラン

（資料４）を考えていくことが重要です。    

 ポイント 

就学前教育編 

３つの視点で、１年間を見

通 し た「つけ たい 力・習

慣」を明確にしています。 
 ３つの視点 

【資料１ 身に付けさせたい力・習慣】 



【資料３ 入学時期の指導内容・指導方法・指導時期】 

   スタートカリキュラムを効果的に実施するためには、全教職員の協力体制を

築くことが大切です。学年間はもちろんのこと、学校内の教職員にもスタートカリ

キュラムの重要性について共通理解してもらいましょう。また、保護者にも早い段階

でスタートカリキュラムについての理解と協力を得るようにしましょう。  

① 週ごとにテーマを設ける 

 →入学直後の教室の環境や学級集団に  

     慣れ親しめるようにするなど新しい環境 

     に適応できるように配慮する   

② 安心感をもたせる時間割の工夫をする 

 →一日の活動の流れを考えた活動や大   

     きな時間枠の中でゆとりをもった指導を 

     行うことができるようにする 

③ 生活科を核にした合科的・関連的指導  

   を行う 

 →教科の枠にとらわれず、子どもの目線 

   で必然性のある活動を組み合わせるこ 

     とが大切である 

④ 幼児教育からの連続性に配慮する 

  →幼稚園・保育園でなじんだ歌や読み聞  

    かせなどを取り入れ、つながりを意識し 

     た活動を行うことで安心感が生まれる 

① 

弾力的な時間の運用を行う 

つながりの 

ある内容を 

配列する 

配慮するこ

とや支援を

記入する 

③ 

友達とふれあう活動で一日をスタート

し、友達づくりに配慮する 

④ 

【資料４ スタートカリキュラム（月・週プラン）】 

 ポイント 

 ポイント 

① ② 



 スタートカリキュラムの実際例 

 児童が安心して小学校生活に移行できるように教室環境を工夫することが大切

です。また、児童が進んで活動するために、一日の生活に見通しをもたせたり、学習規律

を具体的に分かりやすく伝えたりすることが必要です。 

 友達同士の人間関係をつくる活動や声かけを意識的に取り入れましょう。教師の肯定的

な声かけで、自信をもって生活できるようになります。 

【教室（学習）環境の工夫】 

することを視覚的に提示する

ことで、見通しをもって安心し

て行動することができます。こ

れは、幼児期でもされており、

子どもたちが育ってきた環境

を知っておくことが大切です。 

   
 前 スペース 

スペース 

 

①安心できる空間づくり 

②たっぷりゆったりとした時間  

③わかりやすい表示 

④指導体制づくり 

 （学年指導体制・補助教諭・ 

  学校支援ボランティア等） 

ポイント 
教卓 

   スムーズな朝のスタートに向けて 

  落ち着いた生活・学習に向けて 

幼児期では、自ら動きやすくなるような

環境の中で子どもたちを育てています。 

子どもたちの発達段階や幼稚園・保育所

（園）での生活からの接続を考え、環境

を整えていきましょう。 

＜居場所づくり＞ 

＜朝の時間を利用して＞ 

 ＜図書館司書による 

   本の読み聞かせ＞ 

 ポイント 



【生活科を核にした合科的な指導の単元構想例】 

 スタートカリキュラムは幼児教育からの連続性に配慮し、遊びの要素を含んだ生活科を中

心とした合科的・関連的な指導を行えるようにすることが大切です。生活科と各教科の指導

内容の相互の関連を考え、合科的・関連的な指導に配慮し、授業時数を配当しておくことが

必要です。 

生活科の学習活動のなか

に、他の各教科の要素を

含ませた学習活動を行う

ことで、学習に必然性や

意味をもたせることがで

きます。 

小学校生活に慣れていない

児童の実態に配慮し、１単

位時間１教科の学習だけで

はなく、生活科を核とした

合科的な指導「学校たんけ

ん」を行いましょう。身近

な学校施設や学校生活の

ルール・マナーを知るなど

子どもたちにとって小学校

生活への円滑な導入につな

がる学習展開になります。 


